
『恵み野中央公園を考える会』

第3回恵み野中央公園ワークショップ

「改修に向けた広場・空間イメージを共有しよう！-2」



ワークショップ全体の流れ

・事業概要、ワークショップ目的の把握
・現状の問題点や課題点の共有

第1回
ワークショップ
11月6日終了

令和5年度
・改修に向けた基本的な考え方の共有
・エリアごとの空間イメージのアイデア出し①

第2回
ワークショップ
12月15日終了

・改修に向けた基本的な考え方の共有
・エリアごとの空間イメージのアイデア出し②
・緑のあり方について

第3回
ワークショップ

・エリアごとの具体的な施設・植栽方針
・持続可能な公園づくりに向けた地域の
携わり方

提言書としてとりまとめる

第4～6回
ワークショップ
（5月～9月）

令和6年度



本日のワークショップの流れ

前回のふりかえり 各グループの中間発表内容

本日の話し合いに
向けたポイント 各グループの話し合いのポイント

グループワーク

グループ発表

改修に向けた広場・空間イメージの話し合い

グループでまとめた内容を発表！

本日のまとめ グループ発表で挙げられた内容のまとめ



前回のふりかえり

改修する部分の広場・空間イメージを考える！！

・野外音楽堂
・壁泉（流れ）
・水路
・芝生の斜面
・園路など

・旧ゲートボール場
・池・日本庭園
・築山
・園路など

野外音楽堂

壁泉（流れ）

水路

芝生の斜面

旧ゲート
ボール場

築山

池・
日本庭園

園路

【南側エリア】

【北側エリア】



前回のふりかえり

各グループの中間発表内容（A班）



前回のふりかえり

各グループの中間発表内容（A班）

◇ 公園全体の考え方・・・
・ 生活と文化に根ざす
・ 持続可能→日常の人の流れが公園を良くする
・ 防災に活きる取組み

→地域が日常的に利用することで防災時に役立つ
（防災グッズ・ファニチャー）

・ 公園の広さを活かしたゾーニング（施設配置）
・ アクセスを容易にする→スロープ化など

◇ 対象利用者・・・
・ 地域住民（市民）＆観光客

→地域（市民）が誇れる場所
→集まりたくなる公園・防災機能を兼ね備えた公園



前回のふりかえり

◇ 北側エリアのイメージ
・ 公園の象徴となる場所（観光名所）

→“恵み野の泉”→公園維持管理費の軽減化
・ 地域の催し賑わい広場

→日常的な利用と災害時の避難場所
◇ 南側エリアのイメージ
【築山付近】
・ 隣接して飲食のできる・買える場所

→ゆっくり滞在できる場所
・ 高齢者の人たちが散歩途中に“小休憩できる広場”
・ 1年を通してみどりの“風景が楽しめる広場”
・ ゆっくりくつろぐことのできる“芝生の広場”

各グループの中間発表内容（A班）



前回のふりかえり

◇ 南側エリアのイメージ
【旧ゲートボール場】
・ いろんな利用ができる“多目的広場”
・ 災害時には“みんなの避難”となる広場
・ 冬でも遊べる空間→室内施設の可能性

【市道沿い（アナベルロード）】
・ “たくさんの生き物を観る”ことのできる広場

【園路沿い周辺】
・ 次世代につなげる“木立の広場”

各グループの中間発表内容（A班）



前回のふりかえり

各グループの中間発表内容（B班）



前回のふりかえり

各グループの中間発表内容（B班）

◇ 公園の位置づけ
・ 公園全体を見ることが大事
・ 公園の利用者→地域（恵み野）の利用がメインでは

◇ “はなふる”との関係
・ “はなふる”には市外からも多くの人が来訪している

→中央公園にも魅力・特長が出せれば、、、、
→恵み野地域を歩いて楽しむ。回遊性と相乗効果



前回のふりかえり

◇ 北側エリアのイメージ⇒アクティビティなイメージ
・ やりたい！を持ち込める
・ 子どもに特化した場所

→プレイパーク、遊具を作らない・泥遊び
→近くには駐車場が必要 元遊具広場を駐車場に

【野外音楽堂】
・ 音楽専用な施設でなくても良い。

→小規模でも観客が聞ける空間・場所
演奏の規模・内容に合わせて使える多目的スペース

【壁泉部分】
・ 現状は修景的・景観的な機能も有している
・ 子どもたちの水遊び場として特化・特長付けしてはどうか

各グループの中間発表内容（B班）



前回のふりかえり

◇ 南側エリアのイメージ⇒文化（学び）のイメージ
・ 学び→SDGs、池と生き物、環境教育
・ 池の存在は大切

【図書館との連携】
・ 公園との相互利用は効果が高い
・ 図書館と音楽 文化活動の集約化

→ストリートピアノの設置
カフェスペース
トイレ施設の共有
（図書館側にも連携方法を考えてほしい）

各グループの中間発表内容（B班）



前回のふりかえり

各グループの中間発表内容（C班）



前回のふりかえり

各グループの中間発表内容（C班）

◇ エリア分け
・ 南北エリアで分けるのは距離が遠いので行けない
・ 学区が分かれており、現状では行き来が出来ない

→従来の決まり事を見直す必要がある
・ トンネルが暗くて連続性が断たれている

◇ 北側エリア
【遊び・スポーツ】
・ 幼児向け遊具
・ アスレチック・バスケット（ストリートバスケ）

→付近にはトイレ・水飲台



前回のふりかえり

各グループの中間発表内容（C班）

◇ 北側エリア
【その他】

・ RBP宿泊機能の補完
・ 近隣商業施設との連携
・ 何かしらの中核施設や賑わいの空間

→人が集まったり常駐することで防犯効果が高まる

◇ 南側エリア

【遊び】
・ 春遊び－ハンモック・木登り
・ 夏遊び－噴水・水場（水遊び）→池から水路をつくる
・ 秋遊び－実りの森（ドングリ・クルミ）
・ 冬遊び－遊具に頼らない遊び 大きな築山



前回のふりかえり

各グループの中間発表内容（C班）

◇ 南側エリア
【池・庭園】

・ リスクがある（溺れる）
・ 風情がある
・ 大きさが中途半端（ボート利用、水遊びができない）
・ 観賞するには十分な環境（施設）整っていない

【図書館】
・ 図書館との連携を行い、文化系エリアとする
・ コンサートや観劇ができる室内施設

→大きな声が出せる



本日の話し合いに向けたポイント

本日のグループワークのイメージ

①

②

③

エリア・ゾーンごとの
空間イメージ

・どんな広場・空間とするか
・魅力的な空間とする
ためのアイデア

改修に向けた公園全体の
基本的な考え方を整理

・キーワードの抽出
・将来の公園像の設定

フィードバック

A班
エリアやゾーンの掘下げ
具体な空間イメージ・アイデア

B班
基本的な考え方の掘下げ

C班

具体イメージ・アイデア

エリア・ゾーン区分の整理
具体イメージ・アイデア

基本的な考え方の整理



本日の話し合いに向けたポイント

“みどり”のあり方について考える！！（時間があれば）

① 整備後40年が経過した現状の樹木について
・ 木々は成木となり、
良好な木陰や四季の移ろいが楽しめる

・ 病害虫による生育不良・枯損樹木
・ 見通しの悪い空間もある

⇒維持管理や将来を見据えて、
今の樹木をどのように考えていくのが良いのか？



本日の話し合いに向けたポイント

② 周辺施設との連携
どのような特色
（区別化）を考えていくか？
持続可能な取組みは？



今後の流れについて

～3月中旬
第1回～第3回恵み野中央公園を考える会で挙げられた
意見やアイデアを基に、改修に向けた公園の基本的な考
え方（案）を作成、ニュースレターとして皆さんに配布・確認

5月中旬・7月中旬・9月中旬（3回予定）
第4回～6回恵み野中央公園を考える会の開催
・ 具体的なゾーニング（施設配置）・動線（園路）
・ 導入する施設イメージや、みどりの空間イメージ

10月中旬
改修に向けた提言書のまとめ



第４回ワークショップの予定

次回の開催場所も恵み野会館となります

５月


